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研
究
余
滴ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
二
）
影
山
輝
國
前
回
は
行
方
不
明
の
有
不
為
斎
本
、
皎
亭
本
、
文
之
本
の
三
種
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
は
昭
和
初
期
ま
で
は
所
在
が
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
が
戦
後
に
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
存
在
し
、『
経
籍
訪
古
志
（
一
）』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
求
古
楼
蔵
本
」
と
「
容
安
書
院
蔵
本
」
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
論
語
義
疏
十
巻
旧
鈔
本
求
古
楼
蔵
梁
国
子
助
教
呉
郡
皇
侃
撰
、
此
書
今
有
刻
本
、
乃
係
寛
延
中
根
本
伯
修
倣
邢
䇲
疏
例
改
換
体
式
、
不
足
拠
也
、
此
本
真
為
皇
氏
原
本
、
旧
為
吉
篁
墩
蔵
本
、
考
異
所
引
義
疏
指
此
也
、
今
帰
求
古
楼
、
す
な
は
（
梁
国
子
助
教
呉
郡
皇
侃
撰
、
此
の
書
今
刻
本
有
り
、
乃
ち
け
い
な
ら
寛
延
中
根
本
伯
修
邢
䇲へい
疏
の
例
に
倣
ひ
て
体
式
を
改
換
す
る
た
に
係
る
、
拠
る
に
足
ら
ず
、
此
の
本
は
真
に
皇
氏
の
原
本
為
り
、
も
と旧
吉
篁
墩
の
蔵
本
為
り
、
考
異
に
引
く
所
の
義
疏
は
此
れ
を
指
す
、
今
求
古
楼
に
帰
す
、）
ま
ず
、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
―
一
八
三
五
）
の
求
古
楼
蔵
本
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
本
は
巻
子
本
な
の
か
、
冊
子
な
の
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
経
籍
訪
古
志
』
は
、
書
名
、
巻
数
の
下
に
、
い
ち
い
ち
「
旧
鈔
巻
子
本
」、「
旧
鈔
巻
子
改
摺
本
」、
「
元
槧
本
」、「
朝
鮮
国
活
字
刊
本
」
等
々
と
明
示
し
、
線
装
本
な
ら
ば
「
毎
半
面
幾
行
、
行
幾
字
」
と
書
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
求
古
楼
蔵
本
は
「
旧
鈔
本
」
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
本
な
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
「
此
の
本
は
真
に
皇
―１０１―
た氏
の
原
本
為
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
根
本
氏
が
「
体
式
を
改
換
」
す
る
前
の
体
式
の
鈔
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
、
日
本
に
初
め
て
伝
わ
っ
た
祖
本
、
あ
る
い
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
『
論
語
義
疏
』
十
巻
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
あ
ま
り
に
簡
略
す
ぎ
る
書
誌
は
、
こ
の
記
事
を
書
い
た
者
が
、
こ
の
本
を
実
際
に
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
さ
え
抱
か
せ
る
（
二
）。
こ
の
『
論
語
義
疏
』
は
吉
田
篁
墩
（
一
七
四
五
―
一
七
九
八
）
が
『
論
語
集
解
攷
異
』
十
巻
を
著
し
た
と
き
に
校
勘
に
用
い
た
本
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
篁
墩
が
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
四
月
に
記
し
た
「
聚
珍
版
刷
印
旧
本
論
語
集
解
並
攷
異
提
要
」
を
見
て
も
、「
義
疏
用
旧
鈔
本
」
と
あ
る
の
み
で
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
書
が
い
つ
狩
谷
棭
斎
の
手
に
渡
っ
た
の
か
も
未
詳
で
あ
る
。
篁
墩
は
寛
政
十
年
九
月
一
日
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
年
、
棭
斎
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
棭
斎
は
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
五
月
七
日
か
ら
翌
年
閏
八
月
中
に
至
る
ま
で
、
蔵
書
家
た
ち
の
珍
書
を
求
古
楼
に
集
め
、
合
計
十
一
回
の
古
書
展
覧
を
行
っ
て
い
る
。
第
六
回
は
文
化
十
二
年
十
月
十
日
、
求
古
楼
展
観
第
六
集
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
棭
斎
四
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
、
福
山
藩
所
蔵
の
古
鈔
『
論
語
義
疏
』
が
出
陳
さ
れ
た
（
三
）。
こ
の
古
鈔
『
論
語
義
疏
』
が
い
か
な
る
も
の
か
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
棭
斎
は
篁
墩
本
を
並
べ
て
展
示
し
た
形
跡
は
な
い
。
出
陳
し
た
書
籍
の
記
録
の
所
在
が
不
明
な
第
八
集
、
第
十
集
、
第
十
一
集
を
除
き
、
他
の
展
観
の
と
き
も
『
論
語
義
疏
』
が
展
観
さ
れ
た
記
事
は
な
い
。
森
鷗
外
は
『
伊
沢
蘭
軒
（
四
）』
の
中
で
、
ら
ん
け
ん
き
や
う
ゆ
か
り
や
え
き
さ
い
し
よ
か
た
く
蘭
軒
は
京
に
徃
く
狩
谷
棭
斎
に
書
を
買
ふ
こ
と
を
託
し
た
の
で
、
え
き
さ
い
こ
の
し
ん
し
ぐ
わ
つ
に
ち
か
ん
ど
く
す
ゑ
ば
う
し
よ
せ
う
そ
く
棭
斎
は
此
辛
巳
四
月
十
四
日
の
簡
牘
の
末
に
訪
書
の
消
息
を
か
た
ら
ん
け
ん
し
よ
さ
い
き
や
う
お
ん
ぎ
ろ
ん
語
つ
て
ゐ
る
。
蘭
軒
の
あ
つ
ら
へ
た
書
は
一
切
経
音
義
、
論
ご
ぎ
そ
お
よ
び
く
わ
う
て
い
な
い
け
い
語
義
疏
及
黄
帝
内
経
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
（
そ
の
百
十
七
）
と
記
し
、
一
切
経
音
義
に
つ
い
て
知
見
を
述
べ
た
後
、
ろ
ん
ご
ぎ
そ
な
い
け
い
こ
と
せ
い
り
や
く
し
た
論
語
義
疏
と
内
経
と
の
事
は
省
略
に
従
が
ふ
こ
と
と
し
た
い
。
え
き
さ
い
し
よ
ど
く
た
ん
い
く
わ
う
棭
斎
の
書
牘
に
は
単
に
「
義
疏
」
と
云
つ
て
あ
る
。
そ
れ
を
皇
か
ん
ろ
ん
ご
ぎ
そ
か
い
か
つ
く
わ
ん
え
ん
ば
ん
け
い
ぼ
ん
侃
の
論
語
義
疏
と
解
す
る
の
は
、
甞
て
寛
延
版
が
邢
䇲へい
本
に
な
ら
へ
ん
か
い
あ
き
た
ら
た
う
じ
が
く
し
や
こ
せ
う
仿
つ
て
変
改
し
て
あ
る
の
に
慊
ぬ
た
め
、
当
時
の
学
者
は
古
鈔
ほ
ん
さ
が
本
を
捜
す
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。（
そ
の
百
十
八
）
と
い
う
。
辛
巳
と
は
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
、
棭
斎
四
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
四
月
十
四
日
附
け
の
蘭
軒
宛
て
簡
牘
に
は
「
一
切
経
音
義
は
頼
申
候
。
義
疏
と
内
経
は
い
ま
だ
見
当
り
不
申
候
。」
と
書
か
れ
て
い
る
（
五
）。
こ
の
「
義
疏
」
が
鷗
外
の
い
う
ご
と
く
『
論
語
義
疏
』
古
鈔
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
す
で
に
篁
墩
の
旧
鈔
本
は
棭
斎
の
手
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
自
分
も
持
っ
て
い
な
い
旧
鈔
本
を
わ
ざ
わ
ざ
他
人
の
た
め
に
探
し
回
る
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
し
、
蘭
軒
は
棭
斎
の
持
っ
て
い
る
旧
鈔
本
を
自
分
も
欲
し
い
と
思
い
購
入
を
―１０２―
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
（
六
）。
前
所
有
者
の
篁
墩
没
後
二
十
三
年
で
あ
る
。
さ
て
、
求
古
楼
の
蔵
書
は
棭
斎
の
死
ん
だ
翌
年
の
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
十
二
月
、
早
く
も
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
の
事
情
は
『
慊
堂
日
暦
（
七
）』
に
詳
し
い
。
二
十
四
日
晴
。
小
島
子
〔
成
斎
―
引
用
者
注
〕
来
り
、
求
古
つ
い
楼
〔
狩
谷
棭
斎
〕
の
買
書
を
䣺
ぐ
。
こ
れ
が
為
め
に
寝
ね
ず
し
て
暁
に
徹
す
。（
後
略
）
二
十
五
日
晴
。
強
い
て
起
き
、
山
本
頤
庵
氏
に
赴
い
て
謀
り
、
遂
に
求
古
楼
に
入
り
阿
高
〔
棭
斎
二
女
た
か
―
引
用
者
注
〕
に
面
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
小
島
の
議
と
小
異
す
。
主
人
〔
棭
斎
の
ひ
ち
つ
み
ん
は
ん
嗣
子
長
男
懐
之
―
引
用
者
注
〕
は
宋
元
の
秘
帙
を
留
め
、
明
板
以
後
お
よ
び
本
朝
の
図
籍
を
売
ら
ん
と
欲
す
。
わ
ず
か
に
三
百
も
ち
金
を
須
う
。（
中
略
）
高
云
う
、
明
日
を
以
て
目
録
を
送
ら
ん
と
す
と
。（
後
略
）
つ
い
二
十
六
日
晴
。（
中
略
）
目
録
は
終
に
い
た
ら
ず
。
夜
に
お
う
ち
ょ
う
入
っ
て
懊
悵
す
。
二
十
七
日
陰
。
伊
沢
長
安
子
は
書
目
を
持
ち
来
り
、
求
古
楼
の
売
書
の
事
を
謀
る
。
石
窓
〔
海
野
氏
―
引
用
者
注
〕
も
ま
た
来
り
、
と
も
に
書
目
を
閲
し
、
頗
る
意
に
満
た
ず
。
も
し
漢
器
鏡
を
以
て
こ
れ
に
加
う
れ
ば
、
或
い
は
ゆ
る
す
べ
し
。（
中
略
）
夜
、
伊
沢
は
書
を
以
て
報
ず
、
求
古
の
後
人
は
双
魚
洗
・
三
耳
壺
・
威
斗
・
漢
鏡
（
六
七
面
）
を
以
て
三
百
金
を
求
め
、
書
目
に
具
す
る
と
こ
ろ
を
以
て
二
百
金
を
求
む
と
。
こ
の
漢
器
え
き
（
三
）・
漢
鏡
（
四
）
及
び
漢
銭
（
五
）
は
棭
翁
が
六
漢
老
人
と
号
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
書
直
（
漢
十
三
貫
七
百
四
十
匁
、
和
四
貫
三
十
四
匁
、
通
計
二
百
九
十
六
両
）。
す
け
二
十
八
日
雪
や
ま
ず
。（
中
略
）
入
り
て
相
公
〔
太
田
資
も
と
か
ん
せ
つ
始
〕
に
謁
し
、
前
件
を
以
て
寛
説
す
る
こ
と
極
め
て
切
な
れ
ど
も
、
歳
荒
に
て
用
を
節
す
る
を
以
て
拒
ま
る
。
す
な
わ
ち
出
で
て
い
て
頤
庵
に
就
い
て
謀
れ
ば
、
䠷し
庭
君
〔
多
紀
氏
〕
は
す
で
に
一
書
を
以
て
こ
の
事
を
告
ぐ
。
因
っ
て
出
て
䠷
庭
に
就
い
て
謀
り
、
じ
ん
て
い
人
定
〔
午
後
八
時
〕
に
辞
去
し
て
頤
庵
に
宿
す
。
二
十
九
日
晴
。
早
起
し
、
粥
お
わ
り
、
相
府
〔
太
田
侯
〕
に
赴
け
ば
、
䠷
庭
来
り
謁
入
す
る
こ
と
す
で
に
久
し
。
相
公
は
公
事
を
以
て
辞
し
、
牧
野
用
人
を
し
て
細
問
せ
し
む
。
拒
ま
れ
る
こ
と
昨
日
の
ご
と
し
。
因
っ
て
書
を
作
っ
て
長
安
に
報
ず
る
に
か
な諧
わ
ざ
る
の
状
を
以
て
し
、
且
つ
䠷
庭
に
就
い
て
謀
ら
し
む
。
あ
䠷
庭
は
多
く
賢
豪
を
知
る
、
懇
求
す
れ
ば
必
ず
遇
う
と
こ
ろ
あ
が
へ
い
ら
ん
。
あ
あ
四
日
の
憂
苦
は
す
べ
て
画
餅
と
な
る
、
嘆
ず
べ
し
、
嘆
ず
べ
し
。（
後
略
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
懐
之
の
意
を
受
け
た
慊
堂
が
苦
心
し
て
老
中
掛
川
藩
主
太
田
資
始
に
売
ろ
う
と
し
た
が
、
不
首
尾
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
―１０３―
翌
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
求
古
楼
の
蔵
書
は
太
田
資
始
の
政
敵
で
あ
っ
た
老
中
浜
松
藩
主
水
野
忠
邦
が
そ
の
優
品
を
買
い
取
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
も
『
慊
堂
日
暦
』
か
ら
で
あ
る
。
正
月
二
十
七
日
陰
、
寒
。（
中
略
）
昏
刻
、
文
蔚
〔
慊
堂
の
か
え
生
徒
、
若
月
氏
―
引
用
者
注
〕
還
り
、
小
島
の
語
を
伝
え
て
云
う
、
求
古
〔
狩
谷
棭
斎
〕
の
珍
書
は
遂
に
売
ら
ん
と
す
、
近
日
来
た
り
商
量
す
と
。
嘆
ず
べ
し
、
嘆
ず
べ
し
。
三
月
十
七
日
早
晴
。（
中
略
）
道
純
〔
渋
江
抽
斎
―
引
用
者
ひ
注
〕・
長
安
を
別
室
に
延
い
て
、
藤
軒
〔
水
野
忠
邦
家
臣
、
小
田
切
氏
―
引
用
者
注
〕
と
と
も
に
求
古
楼
の
漢
器
・
書
巻
の
事
を
議
す
。
議
定
ま
り
、
遂
に
藤
軒
を
し
て
直
ち
に
長
安
に
約
せ
し
む
。
こ
の
事
は
今
よ
り
余
に
属
せ
ざ
る
な
り
。（
後
略
）
五
月
晦
晴
、
熱
。
藤
軒
〔
小
田
切
藤
軒
〕
来
り
、
そ
の
君
〔
水
野
忠
邦
〕
の
意
を
以
て
、
求
古
〔
狩
谷
棭
斎
〕
の
古
書
の
絶
勝
な
る
も
の
を
物
色
す
（
孝
経
・
論
語
・
古
仏
語
・
古
書
画
類
）。（
後
略
）
物
色
さ
れ
た
中
の
論
語
に
『
論
語
義
疏
』
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
水
野
忠
邦
の
蔵
書
と
な
っ
た
後
の
、
求
古
楼
の
蔵
書
の
行
方
は
未
調
査
で
あ
る
。
又
旧
鈔
本
容
安
書
院
蔵
毎
半
面
九
行
、
行
二
十
字
、
注
文
双
行
、
此
本
字
体
奇
古
、
当
是
応
永
間
鈔
本
、
旧
為
市
野
光
彦
蔵
、
今
帰
容
安
書
院
、
光
彦
手
跋
曰
、
古
鈔
本
論
語
義
疏
十
巻
、
審
其
筆
跡
係
於
応
永
前
後
之
謄
写
也
、
寛
延
中
根
本
伯
修
刻
義
疏
、
倣
邢
䇲
本
而
変
乱
旧
章
、
亦
可
痛
惜
矣
、
此
後
人
所
為
也
、
削
而
去
之
則
皇
氏
之
旧
可
復
矣
、
予
欲
従
事
于
謄
写
老
而
不
能
書
、
以
告
世
之
善
読
者
、
文
化
十
四
年
歳
次
丁
丑
夏
六
月
望
日
江
戸
市
野
光
彦
謹
識
、
六
朝
経
書
其
伝
者
世
無
幾
、
但
有
義
疏
一
通
、
李
充
繆
播
等
十
三
家
之
経
説
、
依
此
而
僅
伝
、
若
無
此
書
則
何
由
得
伺
魏
晋
之
経
学
焉
、
辛
丑
二
月
廿
日
迷
庵
再
識
、
（
毎
半
面
九
行
、
行
二
十
字
、
注
文
双
行
、
此
の
本
字
体
奇
古
、
も
と
た
当
に
是
れ
応
永
間
の
鈔
本
な
る
べ
し
、
旧
市
野
光
彦
の
蔵
為
り
、
今
容
安
書
院
に
帰
す
、
光
彦
手
跋
に
曰
く
、
古
鈔
本
論
語
義
疏
十
巻
、
其
の
筆
跡
を
審
ら
か
に
す
る
に
応
永
前
後
の
謄
写
に
係
る
、
寛
延
中
根
本
伯
修
義
疏
を
刻
す
、
邢
䇲
本
に
倣
ひ
て
旧
章
を
変
乱
す
、
亦
た
痛
惜
す
べ
し
、
此
れ
後
人
の
為
す
所
な
り
、
削
り
て
之
を
去
ら
ば
則
ち
皇
氏
の
旧
復
す
べ
し
、
予
謄
写
に
従
事
せ
ん
と
欲
す
る
あ
た
も
老
い
て
書
す
能
は
ず
、
以
て
世
の
善
く
読
む
者
に
告
ぐ
、
文
化
十
四
年
歳
次
丁
丑
夏
六
月
望
日
江
戸
市
野
光
彦
謹
識
、
い
く
ば
く
た
だ
六
朝
の
経
書
其
の
伝
は
る
も
の
世
に
幾
も
無
し
、
但
義
疏
一
わ
づ
か
通
有
り
、
李
充
・
繆
播
等
十
三
家
の
経
説
、
此
れ
に
依
り
て
僅
―１０４―
もよ
に
伝
ふ
、
若
し
此
の
書
無
く
ば
則
ち
何
に
由
り
て
魏
晋
の
経
学
を
伺
ふ
こ
と
を
得
ん
、
辛
丑
二
月
廿
日
迷
庵
再
識
、）
次
に
、
容
安
書
院
蔵
本
で
あ
る
が
、「
毎
半
面
九
行
、
行
二
十
字
、
注
文
双
行
」
と
あ
る
の
で
線
装
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
注
文
双
行
」
と
あ
る
の
は
、
現
在
目
睹
し
う
る
多
く
の
旧
鈔
本
の
実
態
か
ら
考
え
て
、
何
晏
の
注
が
双
行
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
皇
侃
の
疏
が
双
行
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
市
野
迷
庵
（
一
七
六
五
―
一
八
二
六
）
の
手
跋
に
「
其
の
筆
跡
を
審
ら
か
に
す
る
に
応
永
前
後
の
謄
写
に
係
る
」
と
あ
る
（
八
）。
こ
の
書
は
迷
庵
が
『
正
平
本
論
語
札
記
』
一
巻
を
書
く
際
に
、
校
勘
に
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
十
月
に
記
し
た
『
札
記
』
前
文
で
は
「
古
鈔
本
（
慶
長
以
上
古
鈔
。
光
彦
蔵
吆
）」
と
述
べ
、
本
文
中
で
は
「
古
鈔
皇
本
作
某
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
校
勘
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
鈔
本
が
い
つ
渋
江
抽
斎
の
蔵
本
に
な
っ
た
の
か
も
定
か
で
は
な
い
（
九
）。
迷
庵
は
文
政
九
年
八
月
十
四
日
に
他
界
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
抽
斎
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
迷
庵
の
最
初
の
識
語
は
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
再
識
は
辛
丑
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
文
化
十
四
年
以
後
最
初
の
辛
丑
は
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
で
迷
庵
易
簀
の
十
五
年
後
に
な
っ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
辛
丑
は
辛
巳
す
な
わ
ち
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
ま
で
は
確
か
に
迷
庵
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
抽
斎
の
容
安
書
院
に
収
め
ら
れ
た
『
論
語
義
疏
』
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
抽
斎
の
嗣
子
七
男
の
保
が
書
い
た
「
抽
斎
歿
後
（
十
）」
の
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
記
事
に
「
両
掛
一
件
の
附
録
書
籍
の
事
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
渋
江
家
の
書
籍
ハ
兎
角
失
は
る
べ
き
運
命
を
持
つ
て
居
た
と
見
え
る
初
め
優
善
〔
抽
斎
の
二
男
、
矢
島
氏
の
養
子
と
な
り
、
養
父
の
称
を
襲
っ
て
玄
碩
と
も
云
っ
た
―
引
用
者
注
〕
が
マ
ダ
少
年
の
時
土
蔵
へ
行
き
て
ハ
懐
と
背
中
と
両
袖
と
を
一
杯
に
し
て
持
ち
去
つ
た
。
ソ
レ
を
恒
善
〔
抽
斎
の
長
男
―
引
用
者
注
〕
が
見
附
け
る
と
「
玄
純
（
優
善
の
小
字
）
一
寸
御
待
チ
」
と
呼
び
掛
け
捉
ま
へ
て
取
返
し
て
ハ
散
〻
に
小
言
を
い
つ
た
そ
う
だ
そ
れ
で
も
人
目
を
し
の
ん
で
持
出
し
又
、
二
階
の
書
物
な
ど
ハ
縄
で
か
ら
げ
て
二
階
の
屋
根
か
ら
卸
す
と
下
に
ハ
予
て
同
類
が
待
て
居
て
取
去
つ
た
そ
う
だ
〇
抽
斎
ハ
丙
辰
、
丁
巳
、
戊
午
と
三
年
つ
ゞ
け
て
丁
巳
の
時
に
も
既
に
親
戚
知
友
門
人
が
集
つ
て
「
死
亡
の
書
翰
」
を
書
た
そ
う
だ
此
の
病
気
の
時
に
も
優
善
が
来
て
ハ
枕
辺
の
書
籍
を
持
ち
去
る
の
で
父
ハ
母
に
幾
度
と
な
く
「
玄
碩
が
来
た
様
子
だ
か
ら
注
意
せ
よ
」
と
い
つ
た
父
の
歿
後
ハ
益
す
甚
し
か
つ
た
。
そ
れ
に
枳
園
父
子
〔
森
立
之
、
約
之
父
子
―
引
用
者
注
〕
が
交
〻
借
り
て
行
き
て
ハ
そ
れ
限
り
に
な
つ
た
の
が
多
か
つ
た
私
が
幼
時
日
〻
伝
経
―１０５―
廬
（
海
保
の
塾
）
へ
通
学
し
た
が
折
節
竹
逕
先
生
か
ら
「
当
節
ハ
矢
島
さ
ん
〔
優
善
―
引
用
者
注
〕
ハ
ド
チ
ら
に
御
出
で
す
か
養
竹
〔
森
立
之
―
引
用
者
注
〕
が
御
伺
ひ
を
致
し
ハ
し
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
そ
の
都
度
「
だ
い
ぶ
御
蔵
書
が
本
屋
に
見
え
る
や
う
で
す
」
と
忠
告
し
た
（
中
略
）
〇
そ
の
年
に
矢
島
と
別
れ
て
亀
沢
町
へ
引
移
つ
た
が
予
て
三
万
五
千
部
と
聞
て
居
た
蔵
書
ハ
わ
づ
か
一
万
弱
と
な
つ
て
居
た
〇
そ
れ
か
ら
後
ハ
枳
園
父
子
が
交
〻
来
て
借
用
を
申
込
ん
だ
母
ハ
拒
絶
し
た
併
し
借
用
証
を
入
れ
て
借
り
て
行
つ
た
、
そ
れ
ハ
只
の
一
冊
も
帰
て
来
な
い
現
今
写
本
の
端
本
が
手
元
に
多
い
の
は
そ
れ
故
で
あ
る
〇
小
島
成
斎
の
忠
告
の
下
に
書
籍
を
大
半
伊
沢
磐
安
〔
柏
軒
―
引
用
者
注
〕
に
預
け
る
こ
と
に
し
た
併
し
わ
づ
か
一
年
許
経
過
し
た
後
、
伊
沢
ハ
来
て
「
今
度
将
軍
家
の
御
供
で
上
洛
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
留
守
中
、
家
人
ハ
仔
細
ハ
な
い
が
塾
生
が
多
人
数
居
る
か
ら
御
受
合
が
出
来
ぬ
情
願
引
取
つ
て
呉
れ
よ
」
と
い
つ
た
拠
な
く
取
り
戻
し
さ
だ
か
た
て
比
良
野
〔
弘
前
藩
留
守
居
比
良
野
貞
固
―
引
用
者
注
〕
に
話
し
て
君
侯
の
土
蔵
へ
預
け
毎
歳
二
回
比
良
野
の
二
階
で
虫
干
を
す
る
こ
と
に
し
た
併
し
目
録
を
作
つ
て
見
る
と
僅
に
三
千
五
百
部
余
で
あ
つ
た
〇
驚
い
た
事
に
ハ
私
が
研
学
の
際
求
古
閣
本
の
十
三
経
や
二
十
一
史
ハ
勿
論
八
尾
版
の
史
記
で
も
論
語
義
疏
で
も
甚
し
き
ハ
十
八
史
略
元
明
史
略
の
類
ま
で
皆
新
に
買
求
め
ね
バ
な
ら
な
ん
だ
最
後
に
出
て
く
る
『
論
語
義
疏
』
が
旧
鈔
本
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
八
年
に
は
容
安
書
院
蔵
本
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
（
待
続
）
注（一
）『
解
題
叢
書
』（
広
谷
国
書
刊
行
会
大
正
十
四
年
十
月
）
所
収
に
よ
る
。『
経
籍
訪
古
志
』
は
初
稿
本
、
二
稿
本
、
三
稿
本
の
ほ
か
種
々
あ
る
。
詳
し
く
は
長
澤
規
矩
也
「「
経
籍
訪
古
志
」
考
」（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
二
巻
汲
古
書
院
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
二
）
川
瀬
一
馬
は
「
即
ち
、
訪
古
志
編
纂
当
時
に
は
既
に
求
古
楼
等
の
善
本
が
殆
ど
散
佚
し
て
し
ま
つ
た
為
、
編
目
の
際
、
実
物
を
再
調
す
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
、
本
書
（
求
古
楼
展
観
書
目
―
引
用
者
注
）
の
如
き
文
献
を
用
ひ
て
起
稿
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。（「
安
田
文
庫
書
目
」
自
筆
本
の
部
（
其
の
二
）
狩
谷
棭
斎
の
部
、
求
古
楼
展
観
書
目
第
二
『
椎
園
』
第
一
輯
昭
和
十
二
年
一
月
）
（
三
）
梅
谷
文
夫
著
『
狩
谷
棭
斎
年
譜
』（
下
）（『
日
本
書
誌
学
大
系
』
９２
（
２
）
青
裳
堂
書
店
平
成
一
八
年
二
月
）
に
よ
る
。
（
四
）『
鷗
外
全
集
』
第
十
七
巻
伊
沢
蘭
軒
（
岩
波
書
店
一
九
八
八
年
―１０６―
四
月
）
に
よ
る
。
（
五
）
注
（
三
）。
（
六
）
静
嘉
堂
文
庫
に
伊
沢
蘭
軒
旧
蔵
の
『
論
語
義
疏
』
鈔
本
一
冊
（
巻
二
）
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
来
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
（
七
）
山
田
琢
訳
注
『
慊
堂
日
暦
』
５
（
東
洋
文
庫
３
７
７
平
凡
社
一
九
八
〇
年
五
月
）
に
よ
る
。
松
崎
慊
堂
の
自
筆
原
本
は
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
原
文
は
漢
文
で
あ
る
が
、
文
字
の
異
同
は
な
か
っ
た
。
（
八
）
同
じ
く
応
永
年
間
（
一
三
九
四
―
一
四
二
八
）
の
鈔
本
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
が
あ
る
。
十
巻
本
で
、
毎
半
面
九
行
、
行
二
十
字
、
疏
文
双
行
で
あ
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
は
第
四
巻
末
に
「
応
永
三
十
四
年
八
月
誌
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
応
永
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
九
）
国
立
国
会
図
書
館
に
渋
江
抽
斎
自
筆
の
迷
庵
蔵
書
目
録
た
る
「
青
帰
書
屋
儲
蔵
目
録
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
論
語
義
疏
十
巻
梁
皇
侃
撰
応
永
已
前
旧
抄
」
と
著
録
さ
れ
、
上
部
に
○
印
（
抽
斎
ノ
蔵
ニ
帰
ス
ル
印
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
書
か
れ
、
○
印
が
い
つ
付
け
ら
れ
た
か
は
未
詳
。
（
十
）
松
本
明
知
編
『
森
鷗
外
「
渋
江
抽
斎
」
基
本
資
料
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
製
作
一
九
八
八
年
六
月
）
に
よ
る
。
原
本
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
鷗
外
文
庫
書
入
本
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
か
げ
や
ま
て
る
く
に
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―１０７―
